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町の教育は <教育評価支援委員会>

▼令和５年度、町の教育活動はどうだったのか、
「下市町第2期教育大綱」に基づいて検証していた
だきました。委員は元教育長の藤田謙治氏と正福
寺住職の徳岡見英氏の２名です。▼園・学校の保
育・教育活動、開校1年目となる下市あきつ学園の
ICT機器を活用した授業や「下市学」のこと、また
社会教育活動のことなどについて多くのご意見を
いただきました。▼検証結果については議会に提出
し、詳細は今月中に、令和６年度下市町学校園教
育推進方針とともにホームページで掲載します。▼
教育は百年の計とも言われ「教育というものは目先
のことだけ考えるのではなく、遠くに目標をしっかり
見据えて行うべきである。」とあります。引き続き、さ
らなる高みと充実を目指してまいります。

初 市 ～名誉町民章贈呈式～

▼２月１２日（月・祝）に、奈良県で行われ
ている戎祭りの一つである下市戎祭り（初
市）が、盛大に開催されました。開催に先立
って、下市町名誉町民章贈呈式があり、プ
ロ野球選手・コーチ、ＷＢＣコーチとして、ご
活躍された 大阪経済大学 野球部監督
高代延博氏が、名誉町民章を受賞されまし
た。栄えある章の受賞に感謝され、また初
市に来られたのは、５６年ぶりとあって、感慨
もひとしおのようでした。
▼十手さんの漫才から始
まり、県警音楽隊による
ふれあいコンサート等、た
くさんの催しがあり、大勢
の人で賑わいました。

▼２月１日（木）、 下市あきつ学園では、岐阜聖徳学園大学 教授 玉置 崇先生を講師としてお招

きして職員研修を行いました。玉置先生は、小学校や中学校での勤務経験があり、現在は大学教授と

して、また文部科学省の各種会議に参加され、最新の教育事情にも堪能な先生です。▼まさに、あき

つ学園が取り組んでいる「学び方を教える」「子どもの力を引き出す」教育を提唱されています。ご講

演では、「1年生から9年生まで段階を踏まえた指導体制」、「安心して学ぶことができる学級づくり」、

「授業の振り返り」の重要性などわかりやすく、今すぐにでも実践したくな

るようなお話でした。▼今年度あきつ学園では、県教委や大学から講師と

して招聘した研修を4回実施しており、先生方は、あきつ学園の教育の充

実に向けて、粘り強く取り組んでいます。引き続き、先生方の研修等の時

間や子どもたちと向き合える時間が確保できるように進めてまいります。

職員研修 ～下市あきつ学園～

町民体育祭実行委員会（お知らせ）
▼ここ近年、人口の激減や少子高齢化に伴い、「人口減により、地区か

らの選手を選出できない。」等の意見が多数寄せられていました。２月９

日（金）に、第３回町民体育祭実行委員会が開催され、それらの現状を

踏まえて話し合われました。▼実行委員の方々からは、「このような状況

の中では、地区別対抗の体育祭は、残念ではあるが開催はできない。」

「町民の健康増進と親睦を図るために、何か別の方法でスポーツイベントを開催してはどうか。」等の

意見が出されました。▼実行委員会としては、これまでの地区対抗の町民体育祭は廃止し、町民の皆

様が個々に参加可能なスポーツフェスティバル（仮称）を開催するという結論に至りました。詳細につ

いては、これから会議等で検討することになります。町民の皆様のご支援ご協力よろしくお願いします。



▼３月３日は、「桃の節句（旧暦で桃の花が咲く時

期）」。正式には、「上巳（じょうし）の節句」と呼ばれ
ています。▼皆さんはご存じでしょうか。節句には、５月５日（端午）、７月
７日（七夕）、１月７日（人日）、９月９日（重陽）の５つの節句があります。
季節の変わり目に無病息災・豊作などを願う年中行事とされています。

いまどき教育事情 ③ ～ 国の「第四期教育振興基本計画」～
本年度の６月に「第四期教育振興基本計画」が閣議決定されました。基本的な方針のひとつに、
『地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進』が示されています。このことは、
これまでにも取り組まれていたことですが、将来の変化を予測することが困難な時代となり、改めて、
学校・地域・家庭において、子どもたちに自らの生涯を生き抜く力を育んでいくことを方針として位置
づけられました。学校では、学校教育を学校内に閉じずに、そのめざすところを社会と共有・連携しな
がら実現させること、地域では、「かかわる」「つながる」等の
協働をもとにして、地域総掛かりで子どもたちを育むことをお
願いしたいところです。本町でもコミュニティ・スクールとして、
ボランティア活動を進めていただいています。学校のニーズを
整理し、地域がどのような連携・協働体制ができるかを検討し
ていく必要があります。町民の皆様には、その内容を随時、お
知らせしますので、ご支援とご協力よろしくお願いいたします。

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

市町村対抗子ども駅伝に向けて
▼３月２日（土）に、１９回目を迎える市町村対抗

子ども駅伝大会。選手の皆さん、調子はどうでしょ

うか。寒さや自分自身に負けることなく、練習を積

み重ねてきました。まずは、選手の皆さんの努力と

頑張りに拍手を送ります。

▼これまでの練習の成果を
遺憾なく発揮され、一人一人

の、またチームとしてのベスト

記録をめざし、頑張ってくださ

い。皆さんの健闘を祈ります。

節分豆まき ～こども園～

▼２月２日（金）、下市消防署から署員の方々

に、来訪いただきました。▼毎年、節分にちなん
で、子どもたちに火災を予防する意識を高めても

らえることもねらいとして、実施しています。▼子

どもたちは、赤鬼と青

鬼に扮した署員の方

からお話を聴いた後、

豆まきゲームをして楽

しみました。

文化財を守る ～文化財防火週間～

▼毎年、１月２６日を「文化財防火デー」と定め、
貴重な文化財を火災・震災等の災害から守るた
めに、全国で文化財防火運動を展開しています。
▼今年は、八幡神社と日光寺の防火点検を実施
し、文化財保護委員長に同行していただきました。

下市生活学校 ～味噌づくり～
▼本年度、最後の事業を２月１４日（水）、下市

ふれあいセンターで開催されました。内容は、味

噌づくり体験です。▼現在は、ほとんどスーパー

等で購入されていると思いますが、昔は、各家庭

で味噌をつくられたとのことです。食べるまでに

は、発酵させてから２～３

ヶ月を要します。お味噌

ができるのが楽しみで

すね。美味しく出来上が

りますように。


